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要旨
タイ閣における日本語教育は，年々規模を拡大し，各機関では学習者の増加に伴い，教員不
足に悩むとともに教員のレベルアップに対する関心が高まってきた．
このような状況の中，国際交流基金ノ号ンコック日本語センタ｝が設立され， さまざまな便宜
供与が企図されているが，本稿では，研修会・コンサルテイング・教師向け日本語講座等の活
動状況を一瞥し，当センターで開発を企てている教員研修フ。ログラムの実際，今後の展望につ
いて論じる．
一年に2回行う予定の「日本語教育研修会」は，研修フ。ログラムの中心をなすものであり，一
週間にわたり集中的に講義が行われる．
「日本語教師のための日本語講座Jは，タイ人日本語教師の日本語運用力を高め，授業を活性
化させる目的で開設された．
その他，コンサルテイングや各地のセミナ｝で吸収した問題点からのフイ｝ドパックも含め，
研修会・日本語講座を通じ，教員研修フ。ログラムを開発していく予定である．
研修内容についても，日本語教育に関する知識をいかに実際の授業に活かすかという観点、に
立つての教員研修シラパスの開発が急務である．
これらの活動の結果，指導法に悩むタイ人日本語教師に躍進のきっかけを提供できればと願
っている．
はじめに
タイ国における日本語教育は年々規模を拡大し， 1989年 1月の調査では学習者は 13機関で2
万9千余名を数え， 講師数も 612名（内日本人171名）を数えるに至った． （国際交流基金ノヰンコ
ック駐在員事務所調べ）
学習者増加に伴ぃ，各機関では日本語教師の増員および質の向上に対する関心が高まって来
た． しかし，学習者の増加に見合う教員の増加は簡単には望めず，英語科・仏語科の講師が日本
* IKUTA Mamoru : 国際交流基金パンコック日本語センター主任教育担当講師．
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語を兼任するケース等もあり，その結果， 日本語および日本語教育に関する知識が浅い教師を量
産して来た感がある．
また， 日本で日本語および日本語教育に関して学んだ経験もあり，比較的教育歴の長い教師間
でも「いかによく教えるか」についての関心は高く，タマサ｝ト大学東アジア研究所日本研究セ
ンター では， 1987年より年一度1日ないし2日にわたって日本語セミナ｝を開催し，数多くの日
本人およびタイ人の日本語教育関係者が参加している．
一方1988年には，日本語の基礎カが不十分なタイ人日本語教師に対する日本語指導および日
本語教育方法に関する共同研究を目的に， 日本人・タイ人の教師が機関を越え r日本語研究サー
クノレJ を発足し， 1990年に会名を「タイ国日本語研究会」と変え，現在に至っている．活動内容
は月例会（91年8月現在34回）と年次セミナー（3問）で，前者は月一回日本語学・教授法・実践
報告などについて会員が順次発表し，後者は年一回テーマ毎に分科会を組み， 2日間にわたって
行われる1,
このような状況の中で， 1991年6月国際交流基金ノミンコック日本語センターが設立され，タイ
国内外の情報支流促進， 日本語教育に関する研修会・コンサルテイングの実施，図書・教材ライ
ブラリーの運営，各種援助事業が行われている．
本稿では，パンコック日本語センタ｝で行っている教員研修フ。ログラムについて報告を行うと
ともに，今後の展望・開発の方向についても論じてみたい．
1. パンコック日本語センターにおける研修会＠コンサルテイング活動状況
パンコック日本語センタ｝における日本語教師の研修およびコンサルティング事業を一通り見
渡した上で，教員研修プログラムの実際と今後の展望について考察してみたい・
1-1. コンサルティング事業
タイ国内の日本語教育機関を訪問し， 日本語講座運営上および教授上の問題点や現地事情を聞
いたり，新しい教材等を紹介している．現在，パンコックのほかチェンマイ，フ。｝ケット，ハジ
ャイ，ピサヌロ｝ク，コンケ｝ン， ナコンパトム， アユタヤ等，延べ40機関（大学16, 教員大
学4，高等学校7，高等専門学校5，その他8）を訪問した．
その他，センターへの来訪者も 7件あり，教材作成，教授法，セミナーの実施等について相談
を受けた．
パンコック以外の地方へはなるべくこちらから出向き，センタ｝においては常時相談を受けら
1現在の会員数は86名（1991年9月現在）．具体的な活動状況に関しては， r日本語教育通信」第5号（国
際交流基金日本語国際センタへ 1991年 11月発行）中の，門沢健也氏による紹介記事が詳しい．
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れる体制をとり， r現場の声」をすくい上げるべく努めている． ここですくい上げられた問題が，
他の研修事業・援助事業へのフイ｝ドパックに活かされることはいうまでもない・
1-2. 各地セミナーへの出張講義
依頼に応じタイ園内の各種セミナーに出向き， 日本語教育に関する講義・ワークショップを
行うサ｝ピス． 今年度は， ナコンラチャシマ教員大学での「90年代の語学教育の潮流J とい‘う
セミナ＿2および元留学生協会の研修旅行において，「基礎日本語教授法一語葉・文型の呈示J と
いう題で講義を行った．
1-3. 「日本語教師のための日本語講座」
タイ人日本語教師のために開講された日本語講座で， 2か月（週一回2時間）を 1コ｝スとし
て，年に2ないし3コ｝ス開講する予定である．今年度は， 8・9月に 31名の参加があったs.
この講座の目的は，日本語教師の日本語運用カをのばすことと，実際に授業に参加することに
より教授カを高めるということにある．
今回は，参加者のレベルを2つにわけ，運用力の比較的低いグループには，タイ人と日本人の
教師二人に組んでもらい，タイ人教師が導入・説明をして日本人教師が練習するという形式をと
り，上級グループは日本人教師が担当した．
今回の内容は，会話の授業が中心で，文法・語法などことばの「構造J 的な側面より，場面・
状況での使い方ーことばの「機能」的な側面を重点的に学習した．適切な場面で，適切な表現を
するにあたっての談話レベルでの方略・手順すなわち広義の待遇表現の習得を目指した．
テキストは先行書の中に適当なものを見出せなかったので，自作のものを使用した．
内容は以下の通り．
第一課あいさつ
いつものあいさつ・久しぶりのあいさつ・お礼・はじめてのあいさつ・慣用表現
談話練習・ロ｝ノレプレイ「師弟の再会J
第二課依頼する
依頼の表現・依頼を受ける・依頼を断る・依頼の手）I関・まとめ
談話練習・ロ｝／レプレイ「シンポジウムへの参加依頼J
第三課誘う
誘いの表現・誘いを受ける・迷う・誘いを断る・前に出た話を断る
談話練習（再度誘う）・ロ］ノレフ。レイ「課内ピクニツクに誘うJ
2 The United Colleges Language Centre of Isan-Tai, Nakhon Ratchasimaの主催で 1991年8月27日
から 29日にかけて行われ，英語科・仏語科・日本語科の講師が 50数名講師として参加した．
Sパンコックおよび近郊の日本語教育機関 19機関（大学6・教員大学3・高等学校10・高等専門4・他機
関8）からの参加．
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第四課不満を表す
不満の表現・苦情への応対・まとめ・談話練習（人間関係による違い）
（トラブノレが生じた時）（妥協点を探す）・ロー ルフ。レイ r新学期の時間割」
第五課考えを表す
提案する・相手の考えを聞く・質問に答えて考えを述べる
相手の考えに同意する・相手の考えに反対する
談話練習（老人に席を譲るか）・発話練習
今回は，特にコミュニケーション能力ないしインターアクション能力4を高める目的で，相手
との関係、を損ねないでいかに自分の意志を伝えるか，つまり円滑なコミュニケーションができる
かをテーマとした．
レッスンは，概念を中心とするシラパス5にもとづ、いて構成されている．相手に伝えたいこと
が「不満J であれば， その時にどのような表現をとればよいのかをF 文レベル（前置き，文末表
現などことばの~主主），談話レベノレ（話の組み立て方，たとえば，不満を言う前のあいさつ，不
満を述べる順序， 話の切上げ方など話の杢！堕）にわたって考察し， 不満が出る役割・状況を設定
して， カードを使ったロ｝ノレフ。レイ練習6を行った．
本講座に関する授業内容詳細，コースの評価などの分析については，稿を改めて論じてみた
u、．
1-4. 「日本語教育研修会J
各教育機関の休暇期間を利用し， 日本語センタ｝で、は，タイ国内からタイ人教師を招き，一週
間にわたる日本語教育集中セミナ｝を開講している．今年度は， 5月に第一回目の研修会を行
い， 10月にも第二回目を予定している．
コ｝スデザインにあたっては，コンサルティング・各種セミナ｝でくみ上げた問題点，アンケ
4 インターアクション能力については以下の文献を参照．
ネウストプニー ， J.v. (1982) If'外国人とのコミュニケーション』岩波書店．
尾崎明人，ネウストプニー， J.V. (1986) 「インターアクションのための日本語教育Jr日本語教育A
45号．
ネウストプニー ， J.V. (1991) 「新しい日本語教育のためにJF世界の日本語教育」第1号．
5概念を中心とするシラパスについては，以下の書を参照．
D.A.ウイノレキンズ（1976) rノ、－司ショナル・シラパス一概念を中心とする外国語教授法」，島岡丘訳
注，桐原書店， 1984.
日ロー ノレフ。レイ練習については，以下の文献に詳しい．
パノレダン田中他（1989) 「コミュニケ｝ション重視の学習活動 2 ロ｝ノレプレイとシミュレ｝ションdi,
凡人社．
岡崎志津子他（1987,1988) rロールプレイで学ぶ会話」（1）・（2），凡入社．
K• ジョンソン／ K ・モロウ編 (1981) rコミュニカティブ・アプロ｝チと英語教育』，小笠原八重訳，
桐原書店， 1984.
高橋紘子（1990) 「コミュニカティプ・アフ。ロ｝チとロ － Jレフ。レイJ F東北大学日本語教育研究論集A
第5号．
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一トなどを参考としている．
教員の参加にあたっては，大学省・教育省・所属機関の協力を得，地方からの参加者には交通
費・宿泊費を負担するなど，できるだけ容易に参加できるような便宜が図られている．本研修会
は， 日本語センターにおける教員研修フ。ログラムの核をなすものなので次章において詳しく論じ
たい．
2. 第1回「日本語教育研修会」の概要
2-1. 研修目的
まず第一に，比較的経験の浅いタイ人日本語教師に， 日本語指導の際必要となる基礎的な知識
や教授方法を与えることと，第こには，タイ国内の日本語教師の親睦を図り，今後のネットワー
ク作りの基礎とすることである．
2-2. 参加者の概要
参加者の募集はダイレクトメールで行い， 57名の応募があったが，人数の制約からまだ教えて
いない者，教授経験の深い者， 日本語運用力が著しぐ低い者を除き， 44名を選考し， これを参加
者の希望により， 2つのコースに分けた. (Aコー ス： 4/30-5/6,B コー ス： 5/13-5/19)
参加者の所属機関，教授歴，学習歴等は以下の通り．
参加者数：男7名・女37名計44名
年 齢： 20代17名・ 30代16名・ 40代10名・ 50代1名 （平均33歳）
所属機関：総合大学 17名 (38.6%) 中高等学校 9名 (20.5%）巴
教員大学 9名（20.5%）且 その他 3名（ 6.8%)<1 
高等専門 6名（13.6%)b
地 位：専任39名・非専任5名
日本語教授歴：一年未満 11名 (25.0%) 三年以上 20名 (45.5%) 
三年未満 13名 (29.5%) 
日本への留学経験あり： 18名 (41.0%) 
日本語国際センタ｝の研修会への参加経験あり： 5名 (11.4%) 
日本語能力試験： 1級 3名（6.8%) 3級 11名 (25.0%) 
2級 3名（6.8%) 4級 3名（ 6.8%) 
地域別参加者：パンコック及び近郊 29名 (65.9%) 
東北部 7名 (15.9%) 
北部 6名 (13.6%) （内チェンマイ 5名）
南部 2名 ( 4.6%) 
a 大学（mahawittayalaai）が大学省の管轄にあるのに対し，教員大学（wittayalaai
khruu）は教育省の管轄にある．
b 職業・技術専門学校． 日本の短期大学あるいは高等専門学校にあたる． 学士号を取得
できる学校もある．
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c 正式には，中等教育前期（3年）・後期（3年）に分かれている．前者は日本の中学校，後
者は高等学校にあたる．
d その他の機関としては，泰日経済技術振興会や元留学生協会等の公的な団体およびプ
ライベー トスクー ノレでも日本語が教えられている．
2-3. コー スの概要
1コースは7日間（正味6日間）で，最初の4日間はパンコック日本語センターで行い，残りの
3日間は場所を郊外に移して（今回はチャアムピーチ）合宿形式で研修を行った．
講義は 90分 1コマで1日2コマ行い，その他に，パンコックでは 1コマ70分の演習を 1日 1
コマ，チャアムピ｝チでは特別講義とまとめを 1コマずつ行った．
時間数は以下の通り．
科目
講義 I 90分×6コマ（540)
90分×6コマ（540)
70分×2コマ（140)
70分×2コマ（140)
まとめ
??
30分×1コマ（30)
70分×1コマ（70)
60分×1コマ（60)
時間数 ｜ 科目 時間数
演習 I
総時間数
A コ｝ス…・・・24時間 10分
B コ｝ス・・・…24時間 50分
カウンターパートとしてタマサート大学のアートーン・フンタマサーン準教授，および
演習の授業ではタマサート大学日本研究センターの岩崎勝一博士，特別講義ではチュラロ
ンコン大学のピヤチット・タデーン助教授ならびに国際交流基金パンコック駐在員事務所
池谷貞夫所長に控当していただいた．この場をかりで心からお礼を申し上げたい．
2-4. 講義内容
講義は自作テキスト「日本語教授法の基礎」に基づいて，以下の題目・内容で行った．
題目 ｜時間数｜ 講義内容
音声指導の方法 2コマ 日本語の音声を指導する際必要となる知識・問題点をあげ効果的な指
（講義 I・I) 導法について考える．
① 1. 音声学の基礎 4. 母音の無声化
2. 日本語の音素 5. アクセント
3. モーラとシラブJレ 6. 指導の方法
文字指導の方法 2 ひらがな・カタカナ・漢字の指導法について考える．
（講義 I・I) ひらがなの指導 3. ロ｝マ宇による指導
② 2. カタカナの指導 4. 漢字の指導
文法指導の方法 4 初級授業において指導上問題となる文型・文法事項をとりあげ，その
（講義 I・I) 指導法について考える．
③ イマスとアリマス 5. 動詞の活用
2. コソアの用法 6. V ています／ V てあります
3. 助調の用法 7. 授受表現
4. 数詞・助数詞
バンコック日本語センタ｝における教員研修フ。ログラムの開発
作文指導の方法 1 初級授業においてまとまった内容の日本語を書かせる場合どのような
（講義 I) 指導を行ったらよいかを考察する．
④ 1. 初級における作文指導の目的
2. 指導上の留意点
3. 作文授業の内容
授業の実際 より効果的な授業を行うため，授業の運営・補助教材の使い方等につ
（講義 I) いて考察する．
⑤ 1. 授業の流れ 4. 視覚的技法
2. 最初の授業 5. おりがみで教える
3. 授業の準備 6. 歌で教える
翻訳の技法 日夕イおよびタイ日の翻訳を行う際の技法について講義，演習を行う．
（講義 II) 日本語とタイ諾の語JI慎 2. 新聞の翻訳
⑥ 
日本語の会話 1 あいづちを例にあげ，日本人の会話の特徴について考察する．
（講義 II) あいづちのことば 3. 非断定と回避の論理
⑦ 2. 相手中心の論理
まとめ 1 l総復習
1 I ~ *lit＂＇教町一合留一ーをあ同介
（演習 I) する．
（演習 I)
｜ 対棚…同使髄現即日夕イ語雌ー習を
行う．
ビデオ教材の紹 2 「続・ヤンさんと日本の人々J を観賞し， どのように授業の中で利用
介と使い方 していくかについて考察する．
（演習 II)
特別講義 A「こころに残ることばJ （日本語）
特別講義 B「日本語を教えてJ （タイ語）
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日本語授業におけるタイ人日本語教師の役割は，文法の導入や説明にあてられており， レベル
も初級を担当する場合が多いので，講義内容も，初級日本語を教える際にこれだけは知っておか
なければならないという教授上の基礎知識を整理し，問題点を考えるという形となった．
講義の①から③まで、比日本人講師とタイ人講師が一組となって教えた． 日本人講師は終
始日本語で学習事項を解説し問題点をあげ，タイ人講師はそれをタイ語でフォロ｝アップし，必
要に応じて補助資料を配付したり， ドリルを行ったり，質問に答えたりという方式で授業を進め
た．
演習では，講義でとりあげなかった問題のうち参加者の関心に沿ったものを選び，実際に問題
を解き，あるいは考えるということを行った．
特別講義は，日本語教育から少し離れて，有識者の話を開くという目的で行われた．
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3.評価
参加者側にとって，この研修会がいかにとらえられたか．研修会修了時に行われたアンケ｝ト
調査の結果を基に考察してみたい．
アンケ｝トはタイ語で行われ，質問は以下の 3項からなる．
1. あなたは今回の研修会の実施期間・時間についてどう思いますか．
2. 今回の研修会での日本語教授法の学習内容，講師の教え方はどうでしたか．
3. 次回の研修会ではどんなことをやってほしいですか．
3-1. 開催期間・時間割について
期間については，一週間以上にしてほしいという者が4名，今回は長すぎたという者が1名い
た他は，概ね今回のままが（で）ょいという意見であった．
合宿についてふれている者は3名で， 2名は肯定的， 1名は否定的であった．
時間割についても，概ね今回のままが（で）ょいという意見であるが，午前に集中してほしい
(3名）， もう 1コマ増やしてほしい（1名）という意見もあった．
3-2. 研修内容について
内容に関する意見としては，肯定的なものと否定的なものの双方が表れた．
（肯定的な意見）
役に立った 32 面白かった 2 
広い範囲をカバーしていた 6 講師がよかった 2 
たのしかった 4 資料がよかった
よくわかった 2 スタッフがよかった
（否定的な意見）
難しいところがあった 9 意見交換の時間がほしかった 4 
もっと言手しくしてほしかった 5 具体的な導入法が聞きたかった 1 
能力別にしてほしかった 5 実践の機会がほしかった
役に立ったという意見が大半を占め，ほぼ今回の研修会の目標は達せられたと思われるが，反
面「難しいところがあった」「もっと詳しくしてほしかった」というような意見も多く出た． あ
る参加者にとっては難しいところも，別の参加者にとってはやさしく， コースの内容自体が物足
りなかったのではないかと思われる．選考したとはいえ， レベルのばらつきは大きく，今後に課
題を残している．「能力別にしてほしかったJ という意見もこういった状況を裏付けていよう．
「意見交換の時間がほしかったJ, 「具体的な導入法が聞きたかった」 「実践の機会がほしかっ
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たJ という意見は授業の進め方を反省する上で貴重な意見で，具体的，実践的な授業を目指した
にもかかわらず，まだ至らぬ点が多かったのであろう．
いずれにせよ，一週間にわたる集中研修会は，かつて行われたことがなく，十分時間をかける
ことができたので，この種の研修会としてはよくまとまっていたのではないかと思う．
3-3. 研修会に望む内容
参考までに，以下にリストを添える．今回の研修内容と照らし，タイ人日本語教師が指導上ど
んな問題に直面しているか，またどんな点に関心をもっているかをうかがうことができる．
文法 21 テスト作成 3 模擬授業 2 
教材・教具 12 発音 3 日本文化 2 
教室活動 8 作文・手紙 3 聞き取り
教授法 7 タイ日語比較 3 日本語の知識
読解 6 語葉 3 （教師向け
会話 4 応用日本語 3 日本語講座） 4 
文法に対する関心は非常に高く，事前のアンケートでも指導上の困難点，教師自身の日本語力
運用上の問題点の筆頭に挙げられている．特に，文法事項を実際の授業でいかに導入し，指導す
るかという点に高い関心を示している．
教材・教具の作成法，タスク・ゲーム・ロ｝ルプレイ等の教室活動の方法，教授法，テスト作
成・評価法，模擬授業等，具体的で即実践できるものに対する関心が非常に高い．
参加者が求めているのは，アカデミックな知識ではなく，すぐに教室で使える実践的な技術・
方法であり， どうしたらよりわかりやすい授業ができるかということなのである．
4. 今後の展望
以上， 1991年5月に行われた，パンコック日本語センターにおける日本語教育研修会について
報告をしてきたが，今後どのような方向で教員研修プログラムを開発していくか，若干の考察を
力自え，干高を閉じることとしたい．
今年度 10月には，第2四日本語教育研修会を第1回目と同じ規模で行う予定であるが，「わか
りやすい授業をめざして」というテ｝マで，より実践的で実際の授業に直接役立つ活動の数々を
とりあげ，わかりやすく楽しい授業をするためにはどうすればよいのか，議論・実習をまじえて
考察してゆく予定である．講義というより，ワークショップ的なものにしてゆくつもりである．
予定の講義内容は以下のとおりである．
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題目 講義内容
音声指導の方法 ｜ タイ人日本語学習者の発音にみられる特徴を観察し，タイ語と日本語の音声体系
を比較する．
1. 日本語の音素・タイ語の音素 4. イントネ｝ション
2. アクセント 5. リズム・プロソディ｝
3. フ。ロミネンス
授業の実際（t) I 学習者のまちがいを訂正するにあたっての注意点と媒介語の効果的な利用法につ
〔教師の役割） ｜ いて考える．
1. 訂正の方法について
2. 媒介語の利用ータイ語で言うか日本語で言うか
3. 教師の役割
授業の実際（2) I 教室活動を円滑にするため，クラスの組織， ドリノレの作成およひや使用法について
〔教室活動〕 ｜ 考察する．
1. クラスを組織するーペアワ｝ク・グノレ｝プ。ワ｝ク
2. ドリルの作り方
(1）機械的なドリルからコミュニカティブなドリルへ
(2）ゲ｝ム
(3) ロ｝ノレプレイの作成と使用
授業の実際（3) I 書くことに関する学習活動を紹介し，その指導法について考える．
〔書き活動〕 I 1. 単語レベルの書き活動
2. 文レベルの書き活動
3. 段落レベノレの書き活動
4. コミュニケ｝ションとしての書き活動
5. 創作としての書き活動
授業の実際（4) I 「読むJ とはどういうことか，読解授業はどうあるべきかを反省し，読み活動の
〔読み活動〕 ｜ ための教材作成および使用法を紹介する．
1. 「読む」とはどういうことか一四つの読み方
2. 読み活動で行うこと
(1) プリ・リ｝ディング一読む前の作業
(2）読んだあと
3. 読み活動のいろいろ
テスト・評価の ｜ テスト・評価の目的と方法，日頃行っているテストについて反省し，実際にテス
方法 ｜ トを作成する場合の問題点を考察する．
1. 二つのテスト 5. テストの実施
2. テストで測定すること 6. 事後処理
3. 問題の形式 7. 評価の方法
4. テスト作成上の注意 8. テスト作成の手順
日本事情 日本語・日本文化に関する文献をいくつか取り上げ，日本語の表現について論ず
翻訳の技法 日夕イおよびタイ日の翻訳をする場合のポイントをあげ，実際に演習する．
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ビデオ教材の使｜ ビデオ教材を実際の授業の中にいかに組み込んでいくか，効果的に利用するには
用法 ｜ どうすればよいか，などについて考察する．
今後，年2回の研修会と教師向け日本語講座を定着・発展させ，タイ人日本語教師の日本語指
導力・運用力を高めるための教員研修フ。ログラムを充実させてゆく予定であるが，その際， コン
サノレティング等lを通じて吸収された問題点からブイ｝ドパックが重要になってこよう．
とかく教師が陥りやすいのは， 日頃の授業がマンネリ化し，教科に関する興味も，指導に関す
る興味もうすれてきがちで，授業全体に活気がなくなってしまうことである． これは，教師にと
っても学習者にとっても不幸なことだと言わねばならない・同僚が数名いれば，お互いに刺激し
あうことも多く，相談しあうこともできょうが，一人だけのところや地方で教えている人たちに
は，そのような機会もない・
パンコック日本語センターで行っている， 日本語教育研修会と教師向け日本語講座がきっかけ
になって，タイ人日本語教師間のネットワークが形成され，教える楽しさを再認し日本語への興
味が活性化されるような方向に進めば幸いで、ある．
そのためにも，魅力ある講座作りをめざして教員研修のカリキュラム・シラパスの作成を急が
ねばならないだろう．
最後に，教員研修プログラム開発の礎石として，シラパス（案）の概略を以下に記す．
〔目標〕
(1) 日本語教授上必要な知識を身に付ける．
(2）効果的な授業を行うための方法・技術を身に付ける．
(3）教材の作成法・使用法の基礎を身に付ける．
(4) 日本語の知識・運用力を高める．
〔学習項目〕
1. 発音の指導
音声学の基礎知識
日本語の音声
タイ語の音声
発音矯正の方法
2. 文字の指導
ひらがなの指導
カタカナの指導
漢字の指導
3. 文法の指導
初級文型の教え方
文法事項の整理
4. 会話の指導
談話
場面と状況
コミュニケ｝ション
インタ］アクション
待遇表現
5. 聞くことの指導
聴解とは何か
聴解力を高めるために
インテンシブリスニング
聴解教材の作成と使用法
6. 読むことの指導
読解とは何か
読む前の作業
読むための作業
読むテクニック
読解教材の作成と使用法
7. 書くことの指導
単語・文・段落・文章
作文教材の作成と使用法
文語表現
待遇表現
手紙・葉書の書き方
原稿用紙の書き方
8. 授業の実際
(1）導入の方法
①語葉の導入
②文型の導入
③例文・質問文
(2）練習の方法
①パタン練習
②コミュニカティブ・ド
リルの作成と使用法
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③タスク・ゲーム ①黒板の利用 1.評価・テスト
作成と使用法 ②略画の書き方 テストの作成、
④ロ｝ルプレイ ＠絵カ｝ドの使い方 評価の方法
作成と使用法 ④視聴覚教材・器材 自己評価
(3）クラスの組織 9. 社会・文化 コ｝スの評価
①ペアワ｝ク 社会言語学の基礎 12.実習
②グループワ｝ク 文化を教える 授業見学
(4）教師の役割 10.授業計画 模擬授業
①訂正の仕方 授業の準備 ティ｝ム・テイ｝チング
②媒介語の利用 カリキュラム
(5）視覚化の方法 コ｝スデザイン
本表作成にあたっては，以下の書を参考にした．
Doff, Adrian (1988），“Teach English : A training course for teachers，＇’ Cambridge Teαcher Training and 
Development. 
おわりに
われわれ日本人も含め，外国語としての日本語を教える教師の多くは，いったん現場に入り教
壇に立っと， 日本語あるいは日本語についての知識を学習する機会も， 自らの教え方を反省し向
上させる場もなくなってしまう． 自分が，いったい何のために教えているのか，こんな教え方で
本当によいのだろうか， もっとよい教え方があるのではないかという疑問． あるいは， もう教え
ることに喜びを見出せなくなってしまった，何をどのように教えていいのかわからなくなってし
まった，という経験は多くの教師が体験しているはずだ．このように，教師が指導法・指導内容
に疑問をもち，一時的に興味が失せてしまい，フラストレ｝ションがたまる傾向にあるのは？な
にも日本語教師にかぎったわけではなく，タイ国にかぎったわけでもない・いつでもどこにでも
存在する問題であろう．
このような，化石化された（fossilized）あるいはプラト－－ (plateau）の状態にある日本語教師に
は，現状から抜け出すためのきっかけを与え，すでにこの種の問題を乗り越えている者にはさら
なる向上をめざしてもらうべく，パンコック日本語センタ｝で、は，研修会などを通じて機会と場
を提供し，協力して行きたいと考えている．
この度の研修会・日本語講座を通じ，彼らが本来持っている指導に対する熱意・向上心を感じ
取ることができたのは，大きな喜びであり，次のステップへの自信につながった．
今後さらに一層彼らの要望に応えられるように，教員研修プログラムを充実させてゆきたい・
パンコック日本語センタ｝における教員研修フ。ログラムの開発
「日本語教授法の基礎J より
音声指導の方法 I
1. 音声学の基礎（おんせいがくのきそ） Fundamentals of Phonology 
音声学一言語音（げんごおん）を物理的（ぶつりてき）に研究（けんきゅう）する． Phonetics 
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音韻論（おんいんろん）ーある言語内で，音をどのように区別（くべつ）しているかを研究する． Pho-
nem1cs 
意味（いみ）を識別（しきベつ）するもっとも小さい単位（たんい）を音素（おんそ）という．音素は／／
であらわす．
例） 日本語の「んJであらわされる音は，どのまえにあらわれるかによって，えんびつ［m］，しん
だい［n］，かんこう [IJ］，せんえん［IJ］の4つの音声のいずれかになるが，日本人はこれを 1つ
の音素 ／NIと識別している．
調音点（ちょうおんてん）一日の中のどの点をつかって発音（はつおん）するか．
調音法（ちょうおんほう）ーどうやって発音するか．
音声器官（おんせいきかん）の書き方
国際音声記号（IPA:International Phonetic Alphabet) 
2. 日本語の音素
イ） 母音（ぼいん） /a, e, i, o, u/ 
a. 曲－茎（しけい）
b. :i凶口蓋（こうこうがい）
c. 1次口車（なんこうがい）
d. 口蓋垂（こうがいすい）
e. 1出I段（いんこう）
f. 戸ド＇J（せいもん）
g. 戸’;g：（せいたい）
ロ） 子音（しいん） /p, t, k, b, d, g/, /h/, /m, n, IJ/, /c, s, z/, /r/ 
ノ、） 半母音（はんぼいん）仏 w/
ニ） 特殊音素（とくしゅおんそ）
/NIー按音（はつおん） rんJ （はねる音）
/QI－促音（そくおん）「つj （つまる音）
JR／一長音（ちょうおん） （のばす音）
3. モ｝ラとシラブノレ mola and syllable 
イ） モーラ（拍）ー音を時間的に区切った単位． 1つのモ｝ラは同じ長さ．自然（しぜん）な日本語を発音す
るうえでとてもたいせつ． とくに，特殊音素も 1モ｝ラとることに注意（ちゅうい）．
伊tl) おじさん（4モー ラ） おじいさん（5モー ラ）
いっぱい，いっかい，いったい（4モー ラ）
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ほんを（3モ｝ラ） せんえん（4モ｝ラ）
ロ） シラブノレ（音節）－1っ以上の単音（たんおん）
短音節（たんおんせつ） -V, CV, CSV ア カ キャ
長音節（ちょうおんせつ）－CVR,CSVR ア｝ カ｝ キャ｝
CVN, CSVN アンカンキャン
CVQ, CSVQ 
本がっこう 4モ｝ラ・2シラブノレ
きょうしつ 4モ｝ラ・ 3シラブノレ
4. 母音の無声化（むせいか）
アッ カッキヤツ
声帯（せいたい）のふるえをともなわないが，口の形と舌の位置はもとのままで発音されること．
ftl) ちかい きかく Ji/, Ju／ が無声子音にはさまれたとき，
とくしょく また，最後の「すJ でおこりやすい．
いきます きれいです
5. アクセント
イ） 強さのアクセントー強さで意味（いみ）がかわる．
例） present-present, object-object. 
ロ） 高さアクセントー高さで意味（いみ）がかわる．
例） ロiaa ロ1aa maa maa 釘1aa
"1 河J1 m、Ji 剖g/1 河J1
日本語のアクセントは高さアクセントだが，音節内でなく単語（たんご）内で高さがかわる．（モ｝ラの
高さがかわる）
日本語アクセントの製（かた）
i) 平板型（へいばんがた）一一平板式（へいばんしき）
i）尾高型（おだかがた） ) 
ii) 中高型（なかだかがた） ｝ 起伏式（きふくしき）
iv) 頭高型（あたまだかがた） J 
特徴（とくちょう）
i) i番目と 2番目のそ｝ラの高さがちがう．
i) 高さのかわりめは1つの単語に1っ．
6. 指導の方法（しどうのほうほう）
イ） ミニマノレペア minimalpairによる練習（れんしゅう）
おばさん一おばあさん
びょういんーびょういん
ロ） 「つ」音の矯正（きょうせい）
i）母音をなおす．
i）摩擦音を破擦音になおす．
ii) ドリル
うす一うつ一うっす
っゆがつづいてっきがみえない
ノ、） 「ら」音の矯正（きょうせい） だ→らのまちがい
i）破裂音にさせる．
i) ドリノレ
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らくだがらくらくだんをだんだんのぼる
ニ） 特殊音素の練習
（むてカつて
きのうかつたぱんたかかつたのにかたかつた
まっていてっていったのにまっていなかったからまたなかった
（ばんかんでミルクのんでかんのふたをしめた
かんぱんにおんなのこがさんにんやすんでいる
（おとうとととうさんがとおりでおおき開山
こうじようのおくじようでこうじょうちょうがちょうれいをしようといった
ホ） 声門閉鎖（せいもんへいさ）について
モーラに注意する一方，むやみに声門閉鎖をもちいないように指導しなければならない．
あいうえおーあ．い． う．え．お．
F日本語教接法の基礎 IJ より
授業の実際（1) （教師の役割）
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授業を進める上で，教師の役割にもいろいろあるが，学習者のまちがいを直すというのも重要な教室作業
の一つで、ある．教師ならだれでもこの「訂正」という作業をしているはずだが，その方法などについてはあま
り反省されたことがない．
また，教室で使うことばについても， どんな場合に日本語をつかい， どんな場合にタイ語をつかったら効
果的かという議論もあまりされていない．
この講義では，訂正の方法について反省を加え，教室内での目標言語（日本語）と媒介諾（タイ語）の効果的
な利用について考える．
1. 訂正の方法について
(1) なにをなおすか，どのくらいなおすか，どうやってなおすか．
教師A：わたしは，授業中ひたすら学留者の話す日本語に注意を傾けています．発音，文法のまちがい
に関して，気づいたものはすべてなおしています．
教師B：わたしは，あまり学習者のまちがいをなおさないようにしています． というのは，学習者の表
現意欲を損ねてしまう恐れがあるからです． でも， あとでまちがいを教えてあげるようには，
しています．
教師C：わたしは，その時になにを教えているのかによってちがいます．覚えなければならないものを
やっている時はこまかくなおしますし，コミュニケーションカを高める練習をしている時は，
あまりなおしません．
［問題］ あなたは A,B,Cのどのタイプですか．または，どの先生のようになおしたらいいと思いますか．
(2）会話の訂正
例 1)
教師D: きのうはどこへいきましたか．
学習者： きのうはこえんねいきました．
教師D: どこですか．
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学習者： ζ主主です．
教師D: 三立主企ですね． ζ主主じゃありません．三三主企：いいですね．
学習者： こうえん．
教師D: こうえんでなにをしましたか．
学習者：ほんをよんだり，てがみを企2主立しました．それから，
教師D：てがみを全ヱ主立したんですか．企ど主J2._でしょう．色iは第一グノレ｝フ。動詞で，カ行で活用
しますから，かいてになりますね．
例 2)
教師E：きのうはどこへいきましたか．
学習者： きのうはζ主主投いきました．
教師E: こうえ企ごこいつたんですか．こうえんでなにをしましたか．
学習者：ほんをよんだり，てがみを~主立しました．それから，すこしひるねをしました．
教師E：そうですか． ソムチャイさんはほんをよんだり，てがみを企竺主史ーしたんですね．
例 3)
教師F: きのうはどこへいきましたか．
学習者： きのうは豆主企担いきました．
教師F：そうですか．こうえんではなにをしましたか．
学習者：ほんをよんだり，てがみをなヱ主立しました．それから，すこしひるねをしました．
教師F: どんなほんをよんだんですか．
学習者：シドニ｝＠シェルダンのしようせつをよみたんです．
教師F：おもしろかったですか．
学習者：はい，とってもおもしろかたです．
教師F: (Xに）ソムチャイさんはきのうどこへいきましたか．
(Yに）ソムチャイさんはこうえんでなにをしましたか．
(Zに）ソムチャイさんのよんだほんはおもしろかったですか．
［問題］ 三人の先生が直そうと思っていることはなんですか． なおしかたはどう違いますか． あなたなら
どうなおしますか．
(3）訂正のいろいろ
イ） ジェスチヤ｝
助詞の欠如．．．かれはこないーおもいます．
助詞のまちがい．．．貿易会社主はたらいています．
時制．．．失敗土歪とき，「すみませんJ といいます．
プロンプタ｝としてのジェスチャー
ロ） 板書
モ｝ラのまちがい．．．いもとからもらた，ほのよみました．
学習者の発言を板書してみんなで考える．
みんなの発言のあと代表的な間違いを板書し，考察する．
(4）作文の訂正
r結婚したあとは仕事をやめますか・」 という趨で書かせた作文を添削したものを2例あげる．
パンコック日本語センターにおける教員研修フ。ログラムの開発
伊U1) 
Lはl
結婚したあと払仕事をつづけますが，子供が点吋ざあとlやめると思います．
も できた
伊n)
結婚したあと戸，仕事をつご些すが，子供地時金やめ呑と思います
も ／工うと思uつ できたら よう
aから｝
噌持喝結婚してから，すぐ仕事をやめる母轄しばらくたってたいくつfです．
と だろうと思うから
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［問題］ 例1と例2のなおしかたの違いはどこにありますか．あなたはどちらのほうがいいと思いますか
それはなぜですか．
［問題］ 次の作文を訂正してください．
武田貿易の山崎さんは， 1970年入社して 10年間たちましたが，
牛肉の輸入の仕事をしています．日本人の食事の好みが変わった．
魚を肉に 10%傾向しました．一生けんめい仕事するので，結婚していなくて，
恋人もいないです．ところが，読書グル｝フ。にはいったばかりして，
きょうよう持って，知識人になって女にもてるようになりたい．
でも，それは本当の目的ではありません．
2. 媒介諮の利用ータイ語で言うか日本語で言うか
(1) 日本語を使う場合
例 1) あいさつ表現
＠おはようございます．
＠さようなら．
例 2) 教室内の指示表現
＠レッスンの導入
＠注意喚起
＠教室内指示
＠おわり
タイ語でなんと言いますか
合ってたひとは手をあげて下さい．
もういちど．
きょうから第3課を勉強します．
89ページを開けて下さい．
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［問題］ 次のような場合日本語でなんと言いますか．
＠黒板に注意をひきつけたいとき．
＠テ｝プを聞かせるとき．
＠教室がさわがしいとき．
＠一人ずつ答えさせたいとき．
＠学習者をペアにさせたいとき．
＠学習者の一人を前に出したいとき．
＠授業を終えるとき．
(2) タイ語を使う場合
＠文法を説明するとき．
（これはともだちお性本です
これはともだちにもらった本です．
の違いなどは，日本語だけでは理解が難しい．
＠新出語葉の導入
実物・絵などで導入しにくいもの．
技術 （とうふ （たのしい
（政府 みそ うれしい
文化 なっとう etc. 
＠学習者がどのくらい理解できたかの確認．
＠場面や状況を設定するとき．
（あなたはいまはなやさん同ています さいふのなかには2せん山ります
はなやさんにねだんをきいて，はなをかつてください．→タイ諾で．
3. 教師の役割
イ） 正しい詩葉・文型を呈示する．
ロ） 学習者を指示し，導く．
ノ、） クラスを組織する．
ニ） 学習者の活動を円滑にさせる．
ホ） 学習意欲を喚起する．
へ） 学習者の心理的な抵抗をとりのぞく環境設定者．
ト） 学習者のカウンセラー．
［問題］ 教師の役割として，他にはどんなことがありますか．
また，あなたが考える「いい先生J とは，どんな先生ですか．
